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(57)【要約】
　液晶ディスプレイ用照明装置は、出力として偏光面光
束を供給する。本装置は、発光面ＳＤ（Ａ）上に高アル
ベドＡの層を備える光源１００を備え、発光面上に四分
の一波長板１０１と反射偏光板１０３が積層されている
。その結果、光透過率が１＋Ａのオーダで改善され、そ
れによって高輝度、低消費電力のディスプレイを製造す
ることが可能になる。フラットスクリーンディスプレイ
に応用される。
【選択図】　　　図３ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無偏光の面光束の光源（１００）を備える、透過型液晶スクリーン用拡散照明装置であ
って、
　前記光源の発光面ＳＤ（Ａ）上に少なくとも０．３を超える高アルベドを呈する拡散層
（１００－３ｂ）を備え、
　前記光源の上に、四分の一波長板（１０１）と反射偏光板（１０２）の積層物が配置さ
れ、前記反射偏光板は、前記偏光板を通過しない光が少なくとも部分的に、前記四分の一
波長板を介して前記高アルベド層に向かって反射されるようにするものであることを特徴
とする照明装置。
【請求項２】
　前記高アルベド層（１００－３ｂ）は蛍光体層であり、発光面を形成することを特徴と
する請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記蛍光体層（１００－３ｂ’）は、一連の異なる蛍光体の帯（ｂ１、ｂ２、ｂ３）と
して構成され、各々が異なる色を発することを特徴とする請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記蛍光体層（１００－３ｂ’）の下にミラー層（１００－３ｃ）を備えることを特徴
とする請求項２または３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光源（１００）が、前記蛍光体層と組み合わされた電界効果装置によって形成され
、前記電界効果装置は、電子放出構造を有する陰極（１００－１）およびこれと反対の透
明陽極（１００－３）を備え、前記陰極と前記陽極は内部に真空が作られた空間（１００
－２）によって離間され、前記蛍光体層（１００－３ｂ）が前記陽極の、前記陰極と面す
る下面に形成されることを特徴とする請求項２～４のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記電界効果装置は、前記陰極（１００－１）と前記陽極（１００－３）の間に配置さ
れた電子抽出グリッド（ｇ）をさらに備えることを特徴とする請求項５に記載の照明装置
。
【請求項７】
　前記陰極（１００－１）の前記電子放出構造がカーボンナノチューブ構造であることを
特徴とする請求項５または６に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記反射偏光板（１０２）はグリッド偏光板であることを特徴とする請求項１～７のい
ずれか一項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記反射偏光板（１０２）は、起伏構造（１００－１）の上に堆積された光学誘電薄膜
層の積層物（１０２－２）によって形成される反射小平面偏光板であることを特徴とする
請求項１～７のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記起伏構造（１００－１）は、角柱を備える構造であることを特徴とする請求項９に
記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記起伏構造（１００－１）は、角錐を備える構造であることを特徴とする請求項９に
記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記偏光板は個別にアドレス指定可能な複数のゾーン（ｚ１、ｚ２、ｚ３）を有し、各
ゾーンは所与のカラー蛍光体の帯（ｂ１、ｂ２、ｂ３）に対応しており、色に応じて変更
可能な輝度が得られることを特徴とする、請求項３および請求項６と組み合わせた請求項
９に記載の照明装置。
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【請求項１３】
　前記偏光板は、蛍光体帯により、各帯の放出波長に応じて最適化されることを特徴とす
る請求項１２に記載の照明装置。
【請求項１４】
　前記陰極（１００－１）はマトリクス構造を有し、画像の内容に応じて照明を変調させ
るように、各ゾーン内部を空間的および時間的に可変に制御できることを特徴とする請求
項１２または１３に記載の照明装置。
【請求項１５】
　前記偏光板の光束放出側の上部で、前記帯の間隔（ｐ）の大きさと同じオーダの距離（
ｄ）の位置に設置された拡散装置（１０３）をさらに備えることを特徴とする請求項１４
に記載の照明装置。
【請求項１６】
　液晶スクリーンと、請求項１～１５のいずれか一項に記載の照明装置とを備え、前記装
置の裏面が前記スクリーンに組み込まれていることを特徴とするディスプレイ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に低消費電力フラットスクリーンディスプレイに用いられる液晶スクリー
ン用照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は特に、透過型スクリーン用照明装置に関する。図１に概略を示すように、この
ようなスクリーンは従来の方法で、その裏面から表面に向かって、「入射側」偏光板Ｐ１
と、内面上に制御電極網を担持する第一の透明基板Ｓ１と、液晶層ＸＬと、内面上に対電
極を担持する第二の透明基板Ｓ２と、任意でカラーフィルタ網と、表面の「射出側」偏光
板Ｐ２と、を備える。観察者は、このスクリーンの表面上に形成される画像を見る。これ
らのスクリーンには裏側からの照明、つまりバックライトが必要である。
【０００３】
　先行技術によれば、この裏面照明は無偏光光源１によって行われる。この光源は、光束
を均一にするための光学機器と組み合わされたネオン管とすることができる。別の技術で
は、各種のダイオードの光を混合し、白色光の均一な面光束を供給することのできる複雑
な光学素子と組み合わされた発光ダイオードが用いられる。
【０００４】
　光源は、面光束ＬをスクリーンＣＸＬの入射側偏光板Ｐ１に向かって供給する。入射側
偏光板は、理論的には光源から発せられた光Ｌの５０％を吸収し（二色偏光子）、偏光板
のそれに対応する偏波方向の光だけを透過させる。実際には、図２に図式的に示すように
、入射側偏光板による現実の光透過率は、入射側偏光板での透過損失のために、光源から
発せられた光束Ｌの４０％程度である。以上の理由により、高輝度のディスプレイを製造
するためには消費電力の大きな、強力な光源が必要となる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明においては、光透過率を改善し、特に輝度の点での性能を低下させずに、液晶デ
ィスプレイの電力消費量を削減することのできる技術的解決法を追求した。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明により、偏光束を有効に透過させるように配置、選択された光学素子の積層物を
備える、上記のニーズを満たす照明装置が考案された。
【０００７】
　本発明は、無偏光の面光束の光源を備える、透過型液晶スクリーン用の拡散照明装置で
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あって、前記光源の発光面上に少なくとも０．３を超える高いアルベドを呈する拡散層を
備え、光源の上に四分の一波長板と反射偏光板の積層物が配置され、前記反射偏光板は、
前記偏光板を通過しない光が少なくとも部分的に、前記四分の一波長板によって前記高ア
ルベド層に向かって反射されるようにするものであることを特徴とする拡散照明装置に関
する。
【０００８】
　得られる照明装置は、有利には、小型である。
【０００９】
　高アルベド層は、有利には、蛍光体層である。この層は、各種の色の蛍光体の帯として
構成できる。
【００１０】
　改良形態として、光を偏光板に向けて反射させるために、蛍光体層の下にミラー層を設
置する。
【００１１】
　本発明はまた、照明装置の効率をさらに改善することを可能にする、光源および／また
は偏光板の構造的態様に関わる、装置の各種実施形態に関する。
【００１２】
　本発明はまた、裏面に配置される本発明による照明装置と組み合わされた液晶スクリー
ンを備えるディスプレイに関する。
【００１３】
　本発明の上記以外の利点と特徴を、限定的な意味をもたない具体例としての本発明の実
施形態を描いた図面を参照する以下の説明に詳細に記す。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】先行技術によるバックライトを備える液晶ディスプレイの構造を示す図である。
【図２】このようなディスプレイの光損失現象を描いた図である。
【図３ａ】(図３ａ－３ｂは、それぞれ、)出力として偏光の面光束を供給する本発明によ
る照明装置の基本的略図と、この装置の中の発光源と射出面の間の光学軌道を示す図であ
る。
【図３ｂ】(図３ａ－３ｂは、それぞれ、)出力として偏光の面光束を供給する本発明によ
る照明装置の基本的略図と、この装置の中の発光源と射出面の間の光学軌道を示す図であ
る。
【図４】本発明による照明装置の第一の実施形態を示す図である。
【図５】本発明による照明装置の第二の実施形態を示す図である。
【図６ａ】(図６ａ－６ｂは、)第二の実施形態による照明装置において使用可能な、反射
小平面を有するタイプの反射偏光板の２つの例を示す図である。
【図６ｂ】(図６ａ－６ｂは、)第二の実施形態による照明装置において使用可能な、反射
小平面を有するタイプの反射偏光板の２つの例を示す図である。
【図７】本発明による照明装置の第三の実施形態を示す図である。
【図８】図８ａ－８ｂは、本発明による照明装置において使用可能な、それぞれダイオー
ドとトライオードタイプの電荷効果装置の概略図である。
【図９】反射多層偏光板の指向性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図３ａ、３ｂに示すように、本発明による照明装置は、無偏光の面光源１００と、四分
の一波長板１０１と、反射偏光板１０２の積層物を備える。
【００１６】
　光源において、発光面ＳＤ（Ａ）は高アルベドＡの層である。
【００１７】
　アルベドは、光を拡散的に（つまり、空間中の全方向に）反射させる表面の能力の測定
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値である。これは、受け取った光の量に対する反射された光の量の比を０から１の間の数
値で表す。つまり、すべての光を反射する表面のアルベドは１、光を１００％吸収する表
面のアルベドは０である。本発明において、高アルベドＡとは、約０．３以上（実際には
０．５以上の）アルベドを意味し、受け取った光の少なくとも３０％が反射され、残りが
吸収される。
【００１８】
　この装置の原理を図３ｂにより詳しく示す。無偏光は、光源１００から偏光板１０２に
向かって放たれる。偏波面が偏光板の偏光軸と一致する光は、偏光板により外部に向かっ
て透過される。これは、図３ｂに描かれる光学軌道ｔ１である。これに対し、偏波面が偏
光板の偏光軸に直交する光（図中、軌道ｔ２で示される）は、偏光板により、発光面ＳＤ

（Ａ）に向かって反射される（軌道ｔ３）。光はこの軌道ｔ３に沿って四分の一波長板１
０１を通過し、偏波面を約４５°回転させてから、発光面ＳＤ（Ａ）に到達する（軌道ｔ
４）。発光面ＳＤ（Ａ）は、表面が高いアルベドを有することから、光を再び偏光板１０
２に向かって拡散させる（軌道ｔ５）。この軌道ｔ５上で、光は四分の一波長板を通過し
、偏光板に到達すると、その偏波面が合計で約９０°回転する。すると、偏波面が偏光板
の偏光軸と一致して、光は偏光板を通過し、外部へと透過される（軌道ｔ６）。
【００１９】
　本発明による照明装置は、上述のように、装置内の光損失を限定しながら、偏光板１０
２からの出力として偏光束を供給する。上述の原理により、光源１００から放出された光
Ｌの量に関する透過された光の量は、ＬＴ＝（１＋Ａ．）０．５．Ｌのように表すことが
できる。ただし、Ａは光源１００の発光面ＳＤ（Ａ）のアルベドである。
【００２０】
　実際には、このメカニズムは上述の原理より幾分複雑であり、その理由は、公知のよう
に、四分の一波長板が４５°のシフトを発生させるのは特定の波長についてだけであるか
らである。そのため、他の波長の場合、このシフトは異なるものとなる。それでもなお、
偏光板によって透過されない光は失われない。この光は、光源１００の発光面ＳＤ（Ａ）
と偏光板１０２との間で、四分の一波長板と交差するたびにシフトしながら連続的に反射
され、最終的に偏光板によって外部に透過されるような偏光が得られる。
【００２１】
　この多重反射現象により、視感効率の改善が可能となる。この現象はまた、四分の一波
長板の性能上の制約も限定できる。実際、偏光板によって直接透過されないものはすべて
、多重反射の末に、結局は（損失内に）透過されるため、発生させられるシフトは正確に
４５°でなくてもよい。
【００２２】
　上記の光源が図１に示されるようなアセンブリによる液晶スクリーンと組み合わされた
場合、偏光板１０２が入射側偏光板Ｐ１を構成すると考えると、偏光板そのものにおける
損失（１０％のオーダ）を無視したとして、光透過率は先行技術と比べて（１＋Ａ）改善
される。スクリーンの入射側偏光板を残してもよいことがわかるであろう。
【００２３】
　本発明による照明装置を用いれば、同じ電力で、より強力な光束がスクリーンに到達す
ることになる。
【００２４】
　輝度を同じにした場合、先行技術と比べて、ディスプレイの電力消費量も同じ割合で減
少する。
【００２５】
　本発明の照明装置の３つの例示的実施形態を以下に詳細に説明する。わかりやすくする
ために、図中、同じ要素には同じ参照番号を付した。
【００２６】
　図４は第一の実施形態を示しており、光源１００は蛍光体層と合体されたフィールドエ
ミッタであり、これが放出された電子を光子に変換する。より一般的には、光源１００は
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、電気信号に基づいて光子を発生できる蛍光体層を備える装置であり、光子の発生は、蛍
光体が入射電子を光子に変換する陰極ルミネセンスか、蛍光体が紫外線放射を光子に変換
する（プラズマ源）ルミネセンスのいずれかによって行われる。フィールドエミッタの場
合、これは、通常通りに、電子ｅの放出素子を備える陰極１００－１と、陰極から一定の
距離にある反対の透明陽極１００－３とを備え、陽極と陰極は空間１００－２によって分
離され、この空間内には真空が作られている。一般的には１００００から１５０００ボル
トの電圧Ｖａが、陽極と陰極の間に印加され、強力な電界効果の下で電子が放出される。
蛍光体層はこの例で１００－３ｂとされ、陽極１００－３の上に、電子放出素子に面して
配置される。放出素子から放出され、陽極と陰極の間に印加される電界効果によって陽極
に向けられる電子は、蛍光体層へと次々に流れ、蛍光体層は周知の陰極ルミネセンス現象
により、電子を吸収して、光子を発する。
【００２７】
　蛍光体層の一般的なアルベドは０．５のオーダである。アルベドは、蛍光体層の材料に
依存する。使用可能な材料の例としては、Ｙ２Ｏ２Ｓ：Ｅｕ、ＺｎＳ：ＣｕＡｌ、Ｙ２Ｓ
ｉＯ５：Ｔｂ、Ｙ２ＳｉＯ５：Ｃｅ、Ｙ２Ｏ３：Ｅｕ、ＡｌＮ：Ｅｕがある。本発明によ
る高アルベドの発光面ＳＤ（Ａ）（図３ａ、３ｂ）は一般に、この蛍光体層の表面に対応
する。
【００２８】
　図４は、いわゆるダイオード型フィールドエミッタ、つまり陰極と陽極の２つの制御電
極を有するフィールドエミッタをより詳しく示していることがわかるであろう。このよう
なダイオード構造の例は、図８ａにおいて、カーボンナノチューブを電子放出素子とする
冷陰極管に関して、より詳細に示されている。
【００２９】
　しかし、本発明による照明装置ではトリオード構造の電界効果装置を用いることが好ま
しいかもしれない。このような構造は図８ｂにおいて、たとえばモリブデンマイクロチッ
プ等のマイクロチップを電子放出素子として備える冷陰極管の例で示されている（トリオ
ードおよびダイオード構造は、カーボンナノチューブを用いてもマイクロチップの場合と
同様に好都合に利用できる）。周知のように、トリオード構造は、電子放出素子の付近の
電子放出素子と陽極の間に配置されたグリッドｇを備え、それによってグリッドに印加さ
れる低い電圧Ｖｇ、一般に１００ボルトでの電子抽出が容易であり、陰極と陽極の間の電
界によって、これらの電子を陽極に向けることができる。このようなトリオード構造はさ
らに、変形として、マトリクスグリッド陰極構造を設けることにより、個別に制御可能な
グリッド素子ｇの数をゾーンの数として、陰極から発せられる電流をゾーン方式で変調す
ることが可能であり、これは、たとえば、仏国特許出願第２　８７３　８５２号明細書に
記載されている。本発明による照明装置において上記のようなトリオード構造を使用した
場合の利点を、図７に関連して後述する。
【００３０】
　実際面では、図４に示すように、陽極１００－３は一般に、透明サポート１００－３ｓ
を基礎として作製され、その上に透明導電層１００－３ａ、たとえばＩＴＯ層が堆積され
て、電圧が印加される（図８ａ－８ｂのＶａ）実際の「陽極」電極が形成され、さらに蛍
光体層１００－３ｂが堆積される。
【００３１】
　蛍光体の電子放出範囲の中央にある四分の一波長板１０１は一般に、高分子膜（市販）
であり、これは陽極のサポート１００－３ｓの上面に接着される。
【００３２】
　図の例において、反射偏光板はグリッド偏光板である。このような偏光板は周知である
。特に、国際公開第２００７／０４４０２８号パンフレットを参照することができる。こ
れは一般に、規則的に離間され、たとえばエッチングによって得られる細い線の形態の帯
状金属を備える。グリッドの間隔は、反射と偏光の有効性を最適化するように決定される
。これは一般に、０．２μｍ（ミクロン）のオーダである。当業者であれば、（関係する
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用途に応じた）所望の波長範囲に関して、非常に良好な分光および角偏光性能を有する偏
光板を上記のように作製する方法を知っている。
【００３３】
　図５は、反射偏光板の構造が前の実施形態とは異なる、本発明による照明装置の第二の
実施形態を示す。ここで、反射偏光板は、反射小平面を有する構造を備える。これは一般
に、起伏のある構造、たとえば通常１ｍｍの成形された高分子化合物の厚い層により形成
され、その上に何層かの誘電薄膜光学層が堆積され、光学積層物が形成される。グリッド
偏光板と比較した場合のこのタイプの偏光板の利点は、光学層が板全体に堆積されている
ことである。この偏光板は、正確なエッチングを必要としないため、大きな表面上により
安価に実現することができる。起伏構造は、一般に底辺１ミリメートル、底角約４５°の
角錐で構成できる。光学積層物は、この起伏構造の上に４５°の反射偏光板を作るように
選択される（材料／厚さの選択）。底角、間隔および積層物は、当業者によって蛍光体の
分光範囲に応じて容易に最適化されうる。
【００３４】
　図９は、４５°偏光板の原理を説明するものである。光線は、２つの直交する成分（一
般にｓ、ｐとされる）からなり、各々がエネルギーの５０％を有する。曲線Ｒ２、Ｒ１は
、入射角に応じたこれら２つの成分の透過率を示す。約４５°の付近で、２つの成分のう
ち一方だけが透過され、他方は反射されることがわかるであろう。
【００３５】
　実際において、図５、６ａに示されるように、反射小平面を設けることを可能にする起
伏構造１０２－１は、前述のように、四角錐を有する構造であってもよい。このような反
射偏光板を作製できる別の起伏構造は、図６ｂに示すような角柱構造であり、これは作製
しやすいが、有効性が低い。
【００３６】
　図７は、本発明のまた別の実施形態を示す。この実施形態では、蛍光体層１００－３ｂ
’が異なる色の一連の蛍光体の帯として構成される。したがって、一般に、異なる波長の
光子を放出する少なくとも２種類の蛍光体を設けることが可能である。図の例においては
、３種類の蛍光体を用いて、それぞれ赤、緑、青で放出する。このように、「赤」の蛍光
体の帯ｂ１、「青」の蛍光体の帯ｂ２、「緑」の蛍光体の帯ｂ３は、間隔ｐ（これら３つ
の帯の幅Ｉの和に対応する）を空けて、一般に周期的に、連続して交互に配置される。
【００３７】
　この図７に描かれているように、照明装置は、反射小平面を有する偏光板と、マトリク
ス構造のトリオード型光源の陰極とを備えていてもよく、これによって各色の帯をそれぞ
れ制御することができる。したがって、各種の帯に対応する陰極１００－１の各種の電子
放出ゾーンを異なる方法で制御することにより、各種の輝度のゾーンｚ１、ｚ２、ｚ３を
作ることが可能である。
【００３８】
　改良形態として、偏光板の光学薄膜層の積層物を、これらの帯ｂ１、ｂ２、ｂ３の各々
に応じて異なる方法で処理し、各帯について、つまり対応する帯の蛍光体により発せられ
る波長に応じて、中央で、最適な偏光と反射の処理が行われるようする。
【００３９】
　また、画像の内容に応じて、同一の色の中で照明を（空間的に）変調し、したがって、
空間的および時間的に可変の輝度のゾーンｚ１、ｚ２、ｚ３を得ることができる。これに
より、有利には、各色の最適なカラー照明を行い、カラー画像を再現することが可能とな
り、本発明による照明装置は、色を変更できる偏光光源となる。この場合、スクリーンの
構造の中にカラーフィルタを設ける必要がなくなる。
【００４０】
　好ましくは、偏光板１０２の上に、距離ｄだけ離して拡散素子１０３を設け、放出され
る色のついた光束の不均一性を平均化する。距離ｄは、蛍光体の帯の間隔ｐの大きさと同
じオーダである（ｐ＝帯の幅Ｉの和）。
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【００４１】
　本発明の改良形態においては、装置の利得を増大させるために、光子を偏光板に向かっ
て反射させるためのミラー層を、照明装置の蛍光体層の下の、この層と電子放出素子との
間に設置する。このようなミラー層は、電子に関しては透過性を保ちながら、光子を反射
できるようにするものでなければならない。この層は、たとえば、アルミニウム層（一般
に１００ｎｍ）とすることができる。ミラー層１００－３ｃは、図７の構造における例と
して、蛍光体層１０３－ｂ’の下に描かれている（陽極構造の中で、これは最後の層で、
陰極に面する）。
【００４２】
　図４、５の構造では、このミラー層は、層１０３－ｂ（図示せず）の下に設けられるで
あろう。実際において、陽極を作る工程は蛍光体層の上にミラー層を堆積させる最後のス
テップを含むことになる。
【００４３】
　上述の拡散照明装置の各種の要素を組み合わせることにより、液晶スクリーンの裏面照
明のための部分的偏光を供給することが可能となり、スクリーンの入射側偏光板に一般的
に伴う損失を制限することが可能となる。その結果、先行技術のディスプレイよりはるか
に少ない電力消費で、ディスプレイを高輝度にするというニーズに適した強力な光度エネ
ルギーを得ることができる。
【００４４】
　本発明は、フィールドエミッションとエレクトロルミネセンスを利用するタイプの光源
１００についてより詳しく説明した。フィールドエミッタは、好ましくは、特にナノチュ
ーブ型の冷陰極管型である。しかし、本発明は、面光源を提供するための、高アルベド層
を含む同様の光源技術であれば、たとえばプラズマ光源等、どのようなものにも利用でき
る。
【００４５】
　本発明は、高輝度、低電力消費の大型ディスプレイにも、特に有利に応用される。
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【図５】

【図６ａ】

【図６ｂ】

【図７】
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【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月15日(2010.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　本発明の改良形態においては、装置の利得を増大させるために、光子を偏光板に向かっ
て反射させるためのミラー層を、照明装置の蛍光体層の下の、この層と電子放出素子との
間に設置する。このようなミラー層は、電子に関しては透過性を保ちながら、光子を反射
できるようにするものでなければならない。この層は、たとえば、アルミニウム層（一般
に１００ｎｍ）とすることができる。ミラー層１００－３ｃは、図７の構造における例と
して、蛍光体層１００－３ｂ’の下に描かれている（陽極構造の中で、これは最後の層で
、陰極に面する）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図４、５の構造では、このミラー層は、層１００－３ｂ（図示せず）の下に設けられる
であろう。実際において、陽極を作る工程は蛍光体層の上にミラー層を堆積させる最後の
ステップを含むことになる。
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